
グラ フ 凡例
当該病院値（ 当該値）

類似病院平均値（ 平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

51, 669, 762平均値 59. 7 56. 6 62. 6 64. 1 64. 3平均値 46. 4 45. 9 50. 7 51. 3 51. 2

当該値 18. 4 19. 8 57. 8 60. 2 63. 9

H28 H24 H25

当該値 57, 884, 621 58, 255, 631当該値 26. 4 28. 5 59. 9 59. 6 63. 6

H26 H27 H28

　 平成２ ８ 年度決算については、 「 経常収支比
率」 が３ 年連続で100％を 上回る こ と ができ た。
　 し かし 、 本業である 「 医業収支比率」 について
は、 ２ 年に１ 度の診療報酬改定の年度であっ たこ
と や人口減少等に伴う 延患者数の減少など の影響
も あり 、 ３ 年連続で「 前年よ り 悪化」 と いう 結果
と なっ た。
　 今後も 延患者数の減少は進むと 予想さ れる た
め、 「 １ 人１ 日当たり 収益（ 入院・ 外来） 」 を 上
げる こ と と 同時に、 医業費用の削減を 推進する こ
と で医業収支を 改善し 、 経営基盤の強化に努める
必要がある 。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

59, 325, 454 58, 719, 206 59, 148, 171

「 施設全体の減価償却の状況」 「 機械備品の減価償却の状況」 「 建設投資の状況」

平均値 48, 095, 074 50, 135, 188 50, 543, 381 51, 238, 617

全体総括

平均値 25. 6 26. 2 26. 3 27. 5 27. 4平均値 48. 0 47. 8 48. 7 48. 5 49. 2

25. 4当該値 53. 7 51. 5 51. 2 53. 3 55. 5

平均値 56, 653

当該値 23. 4 24. 9当該値 10, 799 11, 526 12, 144 11, 684 13, 01149, 930 50, 218 25. 1 25. 7当該値 46, 264

「 収益の効率性①」 「 収益の効率性②」 「 費用の効率性①」 「 費用の効率性②」

2.  老朽化の状況

平均値 14, 082 14, 865 15, 610 16, 993 17, 68062, 913 64, 765

2.  老朽化の状況について

　 「 有形固定資産減価償却率」 について、 前年度
よ り 3. 7ポイ ン ト 増加、 平均値よ り も 12. 7ポイ ン
ト 上回っ ており 、 平均よ り 老朽化が進んでいる 。
　 「 機械備品減価償却率」 については、 前年度よ
り 4. 0ポイ ン ト 増加し ている が、 ほぼ平均値と
なっ ており 、 機械備品については更新計画を つく
り 、 計画的に更新し ている 結果と 思われる 。
　 有形固定資産のう ち 、 簡単に更新する こ と がで
き ない「 建物（ 施設・ 設備） 」 の老朽化が進んで
いる と 見る こ と ができ 、 今後は、 設備更新や大規
模改修など の更新費用が増加する こ と が見込まれ
る こ と から 、 施設・ 設備の中長期改修計画を 策定
する 必要がある 。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

59, 159 60, 787

80. 7 79. 5

「 経常損益」 「 医業損益」 「 累積欠損」 「 施設の効率性」

45. 6 41. 7 37. 7 36. 8 33. 9 平均値97. 2 96. 0 94. 6 94. 4 93. 6 平均値 80. 3 80. 7

47, 954 49, 802

83. 6 79. 9

平均値 103. 0 101. 7 101. 1 100. 3 99. 8 平均値

35. 7 36. 9 34. 9 当該値 80. 7 81. 090. 4 88. 3 86. 7 当該値 61. 0 65. 0

81. 2

当該値 98. 8 98. 1 101. 6 101. 3 101. 1 当該値 96. 9 97. 6

Ⅱ 分析欄

1.  経営の健全性・ 効率性について

　 会計制度の変更があっ た平成２ ６ 年度を 境に数
値は大き く 変化し ている が、 「 経常収支比率」 、
「 累積欠損金比率」 は、 平均値程度で推移し てい
る 。 し かし 、 「 医業収支比率」 は、 前年度よ り も
1. 6ポイ ン ト 悪化、 平均値よ り も 6. 9ポイ ン ト 下
回っ ており 、 本業である 医業活動部分について更
なる 経営改善が必要である 。
　 「 １ 人１ 日あたり 収益（ 入院・ 外来） 」 につい
て、 現状は、 平均値にも 届いていない状況である
ため、 新たな診療報酬加算の取得など によ る 収益
アッ プ に取組む必要がある 。
　 「 職員給与費対医業収益比率」 について、 類似
病院の職員平均年齢や１ 人当たり 給与費を 比べる
と 大き な乖離が見ら れないこ と から 、 上述し てい
る 医業収益を 上げる こ と ができ れば、 平均値に近
づく と 見込んでおり 、 こ の点から も 収益アッ プ に
取組む必要がある 。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

82. 9

470

※１ 　 ド …人間ド ッ ク 　 透…人工透析　 Ｉ …Ｉ Ｃ Ｕ ・ Ｃ Ｃ Ｕ  未…Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ ・ 未熟児室　 訓…運動機能訓練室　 ガ…ガン （ 放射線） 診療

※２ 　 救…救急告示病院　 臨…臨床研修病院　 が…がん診療連携拠点病院　 感…感染症指定医療機関　 ヘ…へき 地医療拠点病院　 災…災害拠点病院　 地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　 輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っ ている 役割

1.  経営の健全性・ 効率性
　 公立置賜総合病院は、 置賜二次保健医療圏の中
核病院と し て高度・ 先進医療を 提供する と と も
に、 小児医療、 周産期医療、 精神医療など の専門
医療を 担う ほか、 県の臨床研修指定病院と し て研
修医を 育成する 等教育病院の機能も 担っ ている 。
　 また、 併設し ている 置賜地域唯一の救命救急セ
ン タ ーの後方支援を 行いながら 、 二次・ 三次の救
急医療や災害拠点病院の役割を 担っ ている 。
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【 】

人口（ 人） 建物面積（ ㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（ 一般） 稼働病床（ 療養） 稼働病床（ 一般＋療養）

許可病床（ 合計） －

直営 23 対象 ド  透 I  未 訓 ガ 救 臨 が 感 へ 災 地 20 4 520

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　 ※１ 指定病院の状況　 ※２ 許可病床（ 精神） 許可病床（ 感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 496

経営比較分析表（ 平成28年度決算）
山形県置賜広域病院組合　 公立置賜総合病院

法適用区分 業種名・ 事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（ 一般） 許可病床（ 療養） 許可病床（ 結核）
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③１ 床当たり 有形固定資産( 円)
【 44, 050, 160】
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グラ フ 凡例
当該病院値（ 当該値）

類似病院平均値（ 平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（ 平成28年度決算）
山形県置賜広域病院組合　 公立置賜長井病院

法適用区分 業種名・ 事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（ 一般） 許可病床（ 療養） 許可病床（ 結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　 ※１ 指定病院の状況　 ※２ 許可病床（ 精神） 許可病床（ 感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 50

【 】

人口（ 人） 建物面積（ ㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（ 一般） 稼働病床（ 療養） 稼働病床（ 一般＋療養）

許可病床（ 合計） －

直営 9 - 透 訓 - 60 - 110

50

※１ 　 ド …人間ド ッ ク 　 透…人工透析　 Ｉ …Ｉ Ｃ Ｕ ・ Ｃ Ｃ Ｕ  未…Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ ・ 未熟児室　 訓…運動機能訓練室　 ガ…ガン （ 放射線） 診療

※２ 　 救…救急告示病院　 臨…臨床研修病院　 が…がん診療連携拠点病院　 感…感染症指定医療機関　 ヘ…へき 地医療拠点病院　 災…災害拠点病院　 地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　 輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っ ている 役割

1.  経営の健全性・ 効率性
　 公立置賜長井病院は、 高度・ 先進医療を 提供す
る 公立置賜総合病院と 密接な連携や相互補完を 図
り ながら 、 市町村区域を 診療圏域と し 、 よ り 住民
に身近な医療施設と し て初期医療・ 慢性期医療の
提供を 行っ ている 。
　 また、 精神科入院施設や精神科デイ ケアの提供
など 、 総合病院と 連携し ながら 、 精神医療の提供
も 行っ ている 。
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Ⅱ 分析欄

1.  経営の健全性・ 効率性について

　 「 経常収支比率」 は、 前年度よ り 0. 6ポイ ン ト
下がっ たが、 平均値よ り も 11. 3ポイ ン ト 上回っ て
おり 、 引き 続き 100％以上を 維持し ている 。 会計
制度の変更で数値に変化があっ たが、 「 医業収支
比率」 については、 平均値並みで推移し 、 「 累積
欠損金比率」 については、 平均値よ り 大き く 下
回っ ている 。
　 「 １ 人１ 日あたり 収益（ 入院） 」 については、
平均値の半分程度に留まっ ており 、 「 病床利用
率」 が年々減少傾向にある こ と を 踏まえる と 、 新
たな診療報酬加算の取得など 収益アッ プ に取組む
必要がある 。
　 「 職員給与費対医業収益比率」 については、 平
均値を 上回っ ている が、 こ れは医師・ 看護師を は
じ めと する 医療従事者全体の平均年齢が高いこ と
が原因である と 考えら れる 。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

88. 3当該値 111. 7 112. 3 109. 3 108. 6 108. 0 当該値 90. 8 91. 7

15, 617 15, 912

78. 1 72. 9

平均値 97. 1 96. 3 96. 9 98. 3 96. 7 平均値

7. 9 8. 9 10. 0 当該値 91. 5 88. 485. 8 84. 4 84. 3 当該値 28. 6 31. 4

69. 0 67. 9 69. 8

「 経常損益」 「 医業損益」 「 累積欠損」 「 施設の効率性」

117. 7 121. 0 112. 9 118. 9 119. 5 平均値87. 7 86. 6 85. 4 85. 3 84. 2 平均値 68. 5 68. 3

2.  老朽化の状況について

　 「 有形固定資産減価償却率」 について、 前年度
よ り 3. 4ポイ ン ト 増加、 平均値よ り も 7. 3ポイ ン ト
上回っ ている 。
　 「 機械備品減価償却率」 については、 前年度よ
り 1. 5ポイ ン ト 増加し ている が、 平均値よ り も 0. 9
ポイ ン ト 下回っ ている 。
　 平成１ ２ 年度に既存病院を 再編統合し 、 一部事
務組合を 設立し た際、 既存財産を そのまま組合に
移管し ている ため、 築５ ０ 年を 超える 建物がある
など 保有資産の老朽化が進んでいる 。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31, 585 32, 431

「 収益の効率性①」 「 収益の効率性②」 「 費用の効率性①」 「 費用の効率性②」

2.  老朽化の状況

平均値 9, 205 9, 437 9, 726 10, 037 9, 97632, 532 33, 492

11. 9当該値 64. 8 63. 9 66. 6 68. 9 67. 0

平均値 31, 111

当該値 15. 9 15. 1当該値 9, 885 10, 136 10, 128 10, 266 10, 40117, 042 17, 732 14. 5 14. 9当該値 15, 033

全体総括

平均値 19. 2 19. 3 18. 9 19. 0 18. 7平均値 60. 6 61. 2 62. 1 62. 5 63. 4

H26 H27 H28

　 平成２ ８ 年度決算について、 「 経常収支比率」
は、 引き 続き 100％を 上回る こ と ができ た。
　 一方、 本業である 「 医業収支比率」 について
は、 人口減少等に伴う 延患者数の減少など の影響
も あり 、 ３ 年連続で「 前年よ り 悪化」 と いう 状況
と なっ た。
　 今後も 延患者数の減少は進むと 予想さ れる た
め、 引き 続き 医業収支を 改善し 、 経営基盤の強化
に努める 必要がある 。
　 また、 病院建物の耐震性不足や老朽化が著し い
ため、 全面改築の検討を 始めている が、 過大な投
資と なら ないよ う 、 医療圏内の需要見通し に沿っ
た適正な施設規模での整備を 行っ ていく 必要があ
る 。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

19, 189, 900 19, 211, 391 19, 435, 245

「 施設全体の減価償却の状況」 「 機械備品の減価償却の状況」 「 建設投資の状況」

平均値 33, 366, 030 34, 139, 294 35, 115, 689 35, 730, 958

当該値 17. 3 18. 6 54. 3 56. 4 59. 8

H28 H24 H25

当該値 18, 653, 691 18, 914, 500当該値 32. 1 32. 7 71. 3 67. 3 68. 8

37, 752, 628平均値 64. 2 63. 3 69. 6 69. 2 69. 7平均値 48. 3 48. 0 52. 2 52. 4 52. 5
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⑦職員給与費対医業収益比率( ％)
【 55. 2】
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グラ フ 凡例
当該病院値（ 当該値）

類似病院平均値（ 平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（ 平成28年度決算）
山形県置賜広域病院組合　 公立置賜南陽病院

法適用区分 業種名・ 事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（ 一般） 許可病床（ 療養） 許可病床（ 結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　 ※１ 指定病院の状況　 ※２ 許可病床（ 精神） 許可病床（ 感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 50

【 】

人口（ 人） 建物面積（ ㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（ 一般） 稼働病床（ 療養） 稼働病床（ 一般＋療養）

許可病床（ 合計） －

直営 9 - 透 訓 - - - 50

50

※１ 　 ド …人間ド ッ ク 　 透…人工透析　 Ｉ …Ｉ Ｃ Ｕ ・ Ｃ Ｃ Ｕ  未…Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ ・ 未熟児室　 訓…運動機能訓練室　 ガ…ガン （ 放射線） 診療

※２ 　 救…救急告示病院　 臨…臨床研修病院　 が…がん診療連携拠点病院　 感…感染症指定医療機関　 ヘ…へき 地医療拠点病院　 災…災害拠点病院　 地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　 輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っ ている 役割

1.  経営の健全性・ 効率性
　 公立置賜南陽病院は、 高度・ 先進医療を 提供す
る 公立置賜総合病院と 密接な連携や相互補完を 図
り ながら 、 市町村区域を 診療圏域と し 、 よ り 住民
に身近な医療施設と し て初期医療・ 慢性期医療の
提供を 行っ ている 。

- 8, 082 第２ 種該当 １ ５ ： １ 50 -

Ⅱ 分析欄

1.  経営の健全性・ 効率性について

　 「 経常収支比率」 は、 前年度よ り 0. 2ポイ ン ト
上がり 、 平均値よ り も 11. 4ポイ ン ト 上回っ てお
り 、 引き 続き 100％以上を 維持し ている 。
　 「 医業収支比率」 についても 、 前年度よ り 1. 5
ポイ ン ト 上がり 、 平均値よ り も 上回っ ている 状況
を 維持し ている 。
　 「 １ 人１ 日あたり 収益（ 入院） 」 は、 25年度ま
では平均値を 下回っ ていたも のの、 病院における
各種収益改善の取組みによ り 26年度から は平均値
を 上回っ ている 。 平均値を 上回っ ている 「 １ 人１
日あたり 収益（ 外来） 」 と 併せて、 新たな診療報
酬加算の取得など 更なる 収益アッ プ に取組んでい
く 。
　 「 材料費対医業収益比率」 について、 現時点で
も 平均値を 下回っ ている が、 引き 続き 価格交渉等
に努め、 経営改善を 推進し ていく 必要がある 。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

81. 4当該値 110. 6 106. 3 112. 5 109. 6 109. 8 当該値 95. 5 92. 8 80. 8 84. 3

平均値 98. 1 97. 7 98. 5 98. 0 98. 4 平均値

該当数値なし 該当数値なし 該当数値なし 当該値 90. 7 87. 793. 2 94. 9 96. 4 当該値 20. 6 28. 0

69. 2 68. 6 67. 4

14. 1 13. 4

66. 6 66. 8

「 経常損益」 「 医業損益」 「 累積欠損」 「 施設の効率性」

99. 5 91. 2 94. 9 101. 2 107. 2 平均値83. 2 82. 5 79. 7 79. 6 77. 9 平均値

当該値 21, 169

2.  老朽化の状況について

　 会計制度の変更の影響で26年度の対前年上昇幅
が大き いが、 「 有形固定資産減価償却率」 につい
ては、 前年度よ り 3. 7ポイ ン ト 増加、 平均値よ り
も 29. 4ポイ ン ト 上回っ ており 、 老朽化が進んでい
る 。
　 一方、 「 機械備品減価償却率」 については、 前
年度よ り 1. 1ポイ ン ト 減少、 平均値よ り も 5. 9ポイ
ン ト 下回っ ており 、 大規模な機器の入替はでき な
い中、 定期的に機器の更新を 行っ ている こ と によ
る も のと 思われる 。
　 施設設備全体と し て、 平成１ ２ 年度に既存病院
を 再編統合し 、 一部事務組合を 設立し た際、 既存
財産を そのまま組合に移管し ている ため、 築５ ０
年を 超える 建物がある など 保有資産の老朽化が進
んでいる 。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

23, 475 23, 857 24, 371 24, 882

当該値 16. 6 17. 0当該値 9, 340 9, 531 9, 738 9, 999 10, 05520, 809 24, 934 26, 407 26, 104

「 収益の効率性①」 「 収益の効率性②」 「 費用の効率性①」 「 費用の効率性②」

2.  老朽化の状況

平均値 8, 338 8, 603 8, 471 8, 736 8, 797

11. 8当該値 56. 7 58. 4 58. 9 59. 0 56. 1

平均値 23, 061

全体総括

平均値 19. 6 19. 0 17. 9 17. 9 17. 4平均値 64. 7 65. 0 67. 5 67. 5 69. 5

H26 H27 H28

　 平成２ ８ 年度決算について、 「 経常収支比率」
は、 引き 続き 100％を 上回る こ と ができ た。
　 本業である 「 医業収支比率」 についても 、 人口
減少等に伴う 延患者数の減少など の影響がある
中、 ３ 年連続で「 前年よ り 改善」 と いう 状況を 維
持し ている が、 今後も 延患者数の減少は進むと 予
想さ れる ため、 引き 続き 医業収支を 改善し 、 経営
基盤の強化に努める 必要がある 。
　 また、 病院建物の耐震性不足や老朽化が著し い
ため、 全面改築を 計画し ている が、 過大な投資と
なら ないよ う 、 医療圏内の需要見通し に沿っ た適
正な施設規模での整備を 行っ ていく 必要がある 。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

16, 090, 580 15, 859, 960 15, 606, 180

「 施設全体の減価償却の状況」 「 機械備品の減価償却の状況」 「 建設投資の状況」

平均値 33, 688, 486 34, 462, 126 34, 878, 088 36, 094, 355

当該値 27. 7 28. 8 77. 2 79. 9 83. 6

H28 H24 H25

当該値 16, 619, 120 17, 209, 060当該値 34. 1 33. 4 68. 5 65. 2 64. 1

36, 941, 419平均値 60. 6 59. 1 68. 9 68. 0 70. 0平均値 43. 0 43. 9 52. 4 52. 6 54. 2
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③１ 床当たり 有形固定資産( 円)
【 44, 050, 160】
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【 24. 1】
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